
山口大学 No. 6 
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山口大学塩蔵文化財資料館

合荷量華《さ怠2でみる並霊安B箆呉国

『不思議の国のミュージアム
一 学内発掘10年の歩みー』展開催中！

当資料館が、昭和54年に学内の遺跡澗査を行なうようになってから10年が過ぎました“
現tE.これまでの当鎗の発慰の民主祭を－1置に展示しています．掌肉のXのあたりから』
ζム車会のが見つかったのか、ヱのチャンスに、ぜひ手に取ってご覧下さい．
展示は！日石橋・純文、弥生、古墳時代の三部門に分かれています．

制附から紅戸酬の期 一一一一一一一一一一一一一彦夜・－--:;: 
査の成果l:t:.今秋、展示を予 f F守主ゐピJ＇つや
定しています． ；女！組問平航年9月間まで 当溢ニ；ぶ

まだ、おいでになっていな i食時間 8:30-17:00 （土縮問。まで、日唱休船！
ない方のために、今回の展示 : ' 
のみどころを少しご紹介しま 川棚棚文化財鰍館展示窓 I 
しよう・ し一一 __J 

組鼠 I日~者霊長・，下向車ヨζ日寺千℃邸i蹴箇箇II蹴

当時の自然環境、人々の暮らしぶりを

水彩画で機写してみました．

i!.11¥をする男、木の笑を集める女、また．

;,if:自民団らんの食穆でしょうか、｜日石器時

代の家のそばではシカの肉を幾〈風殻な

どなど、当時の生活のーコマを時間を止

めて見ることができます．雨時代の遣い

をよく見比べて頂きたいと思います．

展示品は土著書と石絡で、！日石総時代と

縄文時代の右犠の形・後綴・使われ方の

遣いなども理解できます．

縄文時代の絡し穴も写真パネルで展示

しました．
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翻溺 ヲ省、生生三日寺千町乙 図盤函溜盟国麗盟組図悶殴遡溜

竪穴住居を部分的に復原して、住居内での型車らし

ぶりが理解できるようにしています．住居内で日常

使われた土星号、石婦は、吉田構内から見つかったも

のをそのまま用い、臨場感が味わえます．

展示品は壁、望書などの土様、石敏、石斧、石庖了

などの石穏をはじめ、紡織Jl.や装飾品などです．

また、大学会館周辺で見つかった、重量籾や堅泉類

の貯蔵のための施設（貯蔵穴）は、写真パネルを作

成して解説しました．

部llllllE信者貨日号'f=,f気 極麹濁llilll溜劉麹薗麹圏麗邸廼

$権移$・ eご自宅i；遺聴に関する古い時代のものヵ：眠っていませんか？ * ＊本権移穆
＊ 当直自では自宅で保管されていたり、近所で~t草された土穏などを資料化し、その － 

* 蓄積、充実を図ってゆきたいと考えています．今使っていない古そうな務、何か * 
・いわれがありそうなもの、ちょっと気になるーこれはただの石・木あるいは鉄と * 
・は思えない！ーものなどお持ちでしたら、ぜひ、当館まで御一報ください． ． 
＊樹齢＊ * * ＊・権調跡調隊創幅＊測隊＊・ 8 態調惨割修司惨刻惨事隼測隊機・＊ . * .候・＊ * * ＊ 測隊＊ * * * 
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古人脅からは、当時の人々の背丈や顔つき、かかった病気

や死因、家族構成や人口が推定できます．

ー人 骨 ー！
医fflS診去室長<7-)宇佐矢宣 密沼

身長の推定は、主に脚の脅（実髄容や雄容）の長さから鈎

り出します．ただし、身長に対するこれらの骨の比は民族による遣いだけでなく、 食料事

情 ・生活様式の相違から時代・地域差が出るため、多〈の研究がなされています．

関東地方での平均身長は、縄文時代カら古積時代にかけて伸び、中世から江戸時代にか

けては逆に低くなり、明治以降はまた急訟に伸びます．北部九州から山口県商都では、朝

鮮半島から渡ってきた人々の影響で、効1生時代に急に平均身長が伸びる特色があります．

関東地方の平均身長の時代的変化

縄文時代｜古積時代｜鎌倉時代 ｜室町時代｜江戸時代！ 現代

男性い57.7咽 I163.1咽 11印.0明い56.8佃 I1s6. s剖い66.8咽
女性い49.2咽 I144. 9叩I144. 9叩い46.6佃い44.8岨 I156.5咽
｛『考古学ジャーナル』No.197 f脅からみた日本人身長の移り変わりJより）

g:i顔てコき ・体つきの主な特徴 毘盟
ゴ 縄判向 . I《縄文人》 I I そ；.，:taイH銚傘H内

沼がでつぱる．彫りが深い．

《北都九州の弥生人》ー申

背が高い（男性平均162個程度）
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I £！.が高い． 』闘 で酬柑出守

ー麹島P鱒・・If.，認可r
（事者図：週間朝日百科日本の歴史35原始・古代一②『原ニホン人と列島の自然』 より）

｛~号は.. . Ii'環境学と考古学ープラントオパールー 』］
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Q与.A素焼きの土器で水はもらないのか？
現在、私逮が使っている焼物の食器官類は、主に磁織です．うわくすりがかかり、袋面は

つるつるして、水も漏りません.iOi焼など陶器Eでは、うわぐすりがかかっていてもしばら

くは水がしみでできます．では、ずっと普の索焼きの土様はどうだったのでしょう．

実験は北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室の佐藤浩司さんがされたものです．

〈〉笑験に使った；；！；alの積頬〈〉
議意義：比較的硬い．土はあまり向かどない．

主品品：柔らかい．土の目は細かいもの、粗いものさまざま．

m,色土著書：土師務の内面をいぶし炭素を吸着させ、気2首位をはかる．

※近世磁器島: （参考資料）粕薬がかかる．今のお茶目指と同じ．硬い．

多~緩酒量 エ 《吸水車》 一一一一一一一寸多寝殿書t2 《減水率》ー一一一一一一一i

i －土務はどれだけ水を吸うかー i i で土傍にいれた水はどれだけ減るか－ l 
！方訟峠瞬時的 a。世間 仰いぐい il方g " 、
! 附雌引山 川 ζ闘す 別世金肝.. i i 串飴 (( ~ M，先端司 i 

i γ1市 ペ ア I F 宗蕊亥つ ！ γ ) i 

i当手ド→l当幹 ii ρへ／

1£~グ＼孟！！？；：ム日
1結果・問じ素材、肉じ形でもまちまち. : ：結果・級初の1時間にどっとへり (10 i 
i 索材聞の差も少なく、個体差大. : ! ～60%）後は1時間に5州立． I 
! ・表面をなでつけたり、いぶしたり ：! ・吸水率ゼロの陶磁総でも8時間 ！ 
‘ すると、や伊水率は務主主・ l lー で10~20%佼伺然蒸発・一 一；
実験結果からは、種類に関わらず、 3襲焼きの土器Eーは、充分液体を保持できるとは言えま

せん．しかし、土綴の使用の際に、水に浸してから使えば擦に内容物が吸収される震は減

るでしょう.1回の食事にはこれらの土怨でもなんとか周をなしていたいたのではないで

しょうか．

［号l周文献］ 佐藤浩司『吸水率と減水率J 『研究紀要一第2号一』 （財）北九州市教育文
化事業団種族文化財調査室 (1988) 
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翠葱 ［資料紹介コーナーJ翠翠 遺物からの「発見！! J 葱密沼
生 じき す えき

師器と須恵器
約1,700年前．すでに現代と変わらなd暮がありました．
茶碗など擦は、現在多くが融島（石の粉末を原料）ですが、 1,700年前にはじまる古墳時

代は粘土を焼いて作った土の様、それに木製のものもありました．土のflは、肌色と・ね

ずみ色のものとに大別でき、これを考古学では、前者を生勧3号、後者を詣i織と呼んでい
ます． 土師織は弥生時代の土穏と同じ手法で作られ、古毛費時代の級初から使われたのに対

し、須恵様は朝鮮半島起源で、古墳時代のなか頃、 日本にもたらされました．丁寧な作り

須A!Xll苦は規絡伎に宮み、耐久性に優れています．

それはロクロで作られ、専用の施設（黛）で1,100

度近い高温で焼かれているからです． 須~wの生

蕊は、粘土の質、窯の構造・火の加減など全般に

精通している専門の工人が居て、専売特務の形で

生産していました．

土師擦の中には須"!M.怨独特の形を}'t似したもの

があります．土防署署を作る人々にとって、須E亘書苦

須恵器署の製作

ロクロ

令 I織的対事，Jit(

は大変魅カ的だったのでしょう．しかし、形は真似できても須恵織には店主り得なかったの

です．構内でも貌恵器ーを模倣した土師i;（約1,400年前）が出土しています．須恵若宮と土師

畿の遣いと併せて当資料館で是非ご覧下さい．

・R……組制蹴lit.＂＇様相暗宇都初旬t
山由郎に襲対＼（います， ，さ10~，11,5回線骨E量

的申です．曲師事面ゆるこtt、下から噴き上lfa棚、を

縦し、虫ti重品i:t6できます．

・5• 容耳事 f織的結字』鰍



｝. ’策事量毎回f袋戸り ［ 1989年4月～6月1 仰：~3:W>·仰W#f~,0；；~｝＇（（／~~P/WP/,;W~
ψ，勾＇＇＂ ... . .. ,. . . ,w；，，時帰＃β切係。幼弘知WW.h倒妙級均的問。ル

~~ 

＇／，＊調査…・・・試掘調査1件、立会調査7件を、下況の学内工事に伴い実施． を
1.梅野祭ボイラー設備改修（4月3日）・・－－顕議「な知見なし．
2.官図野球場防球ネット取綬路（4月3・4日）……遺物包含層確認．
3.吉田防火水槽配管理設（4月4・5日）・…遺物包含層確認．
i. 4.吉田祭ボイラー設備改修（4月6日）・－…顕著な知見なし．
,. 5.吉田点字プロック取設（4月10～12日） …灘、遺物包含層破w.
ソ 6 .吉田給水管改修（4月 20日）…・・遺指揮｛性格不明）確1~.
7.吉田大学会館前庭記念植樹（6月8日）…－顕著な知見なし．
8・小串医学部MRI棟新営（6月26日～）…… ［調査中］

伊 埋蔵文化財資料館運営委員会（6月6日）

凡例：z’t外部からの図書寄贈［4月～6月］
[:11:it週火<l'llll文il:Jllll査定1
f花火梅内の遺跡？昭初日曲線ll(J
I名古屑市栂幼9・0l U, t;Jlil7”働舗たより肝，輔S
I名古居市見鱒台勾古，UIMl e見陽台k.l!＇制S
’n,,•過追跡s ra:,,;;,.ao1『悌ノ慮東i!l±鴻区騨
磁．内古潟緋，Ul調査包’i¥l'Je湾局lA富市!113 ~尭Iii関到際
線!I・ar11と膚Iのヂザイン戦国ー江戸の湾省，，.
[l!田1ll鰐土爽/.lltll r!IIIII:縛桂遁健爽斜線sr!II担

ん 持拡車総，u毒 祭筑抽鴎』
。l富山県纏.ai>:n:則センターl r1.11:rcとやま ，~mwr :a: if 
l!1*.ーツ山首＇AIU r富山際担康文化財センター匁側島和
同銀座』 r,i、移泌過JIIII団胞内温帯11Jll 9 ~lll$1!栂縄定a

χ rJ震構.it飽fl鋤＊lit遺障拭鱒舗宜，a符ー機JI;’'fl‘－J『務鐘
。I.HI＂＊週週1，，，.，・g・Kl!l--111自町1114-J
, ,(:ol！！）也3化学勿古学前JU[・I”＂＇山市敏'f(fJI貝会B, ... rホノ窓釜山｛ホノ本却〉温uu
" IJl<III火＂＇勿省学研究 3剖・”『栂11:1<緑山吉明とZ角e
,, ，.猷IU
, ll実績大学湖底文化財ill>tセンターl rl!!・If<，網開肉渇跡調車
ヌ 観衆＂＇縄 1帥6&属鹿S
ぞシ ・[JI(・lt!U文化財舞査研究センターI r#NU 文化M

情’観測31~1

大資料貸出記録

織図書 6件（学生2) ：返却5

［発行所（個人事寄贈者）］… 『舎名』 忠
~ l陽園大伊勾省繁研究副 『紙橿繍剖

｛入阜市文化ll!U研究会1・rA尾市文化財調車研興会S書館
街B1<l6%匁直a
！神戸市立栂働鎗l e神戸市立初物鎗研究紀療費，5.JtJ
f神戸市立樋物Jlllll微 SJ
111111県u 文化財研究会｝・・r11川熊思凝文化財調査4手側S
（山窓美之氏｝
(lltl:111t,.,i員会l，磯山鳩古明IIIJI宜，il!I・』
｛山志11!之氏＞ r弘編号ltl盟峨IIIIWll劇団鴎地定：）！犠IISll!
’‘’a JJ ＜山本英之氏｝
I’tll火，...文化財粛軍事l rlFf・ ・縛線泌繊の測Jl!J
『三国高111111≫遺跡のm車』
I日窓はきもの栂物.J院の会l f四本ほaきもの鱒物館だより
341 
llll>'C女学院大惨I V縮減文化情実務通園8 9J 
t山口県敏W書貝合I r山口県文化JllJ(ll!I（破訂版） J 
r••と用具S
I山口;t,ll,11重貝会I r大内氏.!II山＂＊・ JrJIIお鱒姐司l!l'IIJ め
’m史の道『草桂湿JIii移盟伺＂察 側約，u
1踊岡市.lt!l!史興.lllll)• r!誕関市立限史実斜鎗年領a
V網肉市立a史実将剣研究側也、JIIJ3JIU
t宇佐風土記の丘属史民俗買斜Ml. r大分’R当事俊民ユt況の丘
殿場t良俗資純，B;:;"-"'18・191
IE.光村敏W聾貝会ト・ r三党”の~i,i< !llillU 
Id‘蝿司，a負荷轟貝会1・r11尾JI.II・ti!－，.雪解戸泡民事a
【血塊島大学績波文化財局窓宮1 ，鹿児島:I<，腹蔵文化m
llll!！削，aw嗣和田修S:J
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・ 本冊子l土、 各講座、教官に一部ずつ配布していますが、ぜひ学生個人でもお持ちい・
．ただきたいと考えています． 当館で配布しておりますので、ご希望の節は気軽にど来 8
・館下さい．また、各学部事務室にも値いでありますので、ご自由にお取り下さい． ． 
．，測隊 ＊・ 8 ・・ a・・ 8 耳障＝・・・ ・・・・＊ ・＊・ ・調院第・＊・・・・R・・・・・R・・・ 羽修司B・

編集余話

本冊子も創刊まる一年がたち、
色っきでお届けできるようになり
ました．
今後も皆さんの疑問に答えられ
るような内容にところがけていき
たいと思います．ちょっとしたと
と大歓迎です．是非、お聞かせく
ださい．
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